
 

千葉県公文書の管理に関する条例（仮称） 

【総則】 

 
《目的》 

・基本認識 ： 公文書は民主主義の根幹を支える県民共有の知的資源⇒県民が主体的に利用し得るもの 

・直接目的 ： （情報化の進展等を踏まえつつ）行政文書の適正な管理 and 特定歴史公文書の適切な保存・利用 

・究極目的 ： 県政を適正かつ効率的に運営 and 県の有するその諸活動を現在及び将来の県民に説明する責務を果たす 

《県の責務》 ※ 

・組織的な対応 ： 職員一人一人が公文書事務を適正かつ効率的に処理できるための措置を組織的に実施 

・情報化の進展等に応じた改善 ： 環境変化に応じて公文書の管理を改善する（努力義務） 

《定義》 

・実施機関 

・行政文書 

・歴史行政文書 

・特定歴史公文書 

・公文書 

【公文書のライフサイクル全体の管理】 

 
《行政文書の管理》 

［実施機関］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●行政文書管理規程（行政文書の適正な管理に関する定め） 

  ⇒実施機関ごとに制定 

《特定歴史公文書の保存、利用等》 

［知事（文書館長）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●利用等規則（特定歴史公文書の保存、利用及び廃棄に

関する定め） 

  ⇒知事が制定 

《適正性の確保》 

《公文書の管理に関するその他の措置》 ※県の責務の具体化等 

●公文書事務を適正かつ効率的に処理するための措置 ： 手引の作成、研修の実施、デジタル技術の活用のための環境整備など（組織的な対応） 

●公文書の管理の改善のための措置 ： 規程等の見直し、情報システムの整備など（情報化の進展等に応じた措置） 

［知事］ 

・実施機関から行政文書の管理状況の報告 

・行政文書等の管理状況概要の公表 

・報告等の求め・実地調査 

［歴史資料に関し識見を有する者］ 

・実施機関から協議を受けた知事

（文書館長）が歴史判定をする際

の意見 

［千葉県公文書管理審議会］（行政組織条例の改正） 

・特定歴史公文書の利用請求に係る審査請求に 

ついて、諮問に応じ調査審議・答申 

・特定歴史公文書の廃棄に関する意見具申 

・公文書の管理全般の調査審議・答申・建議 

【その他】 

●刑事訴訟に関する書類等の取扱い 

●出資法人の文書管理（努力義務） 

●罰則（審議会委員の守秘義務違反（標準的な担保）） 

●施行期日（公布の日から 1 年程度の準備期間を置く予定） 

 上記のほか、必要な規定を設ける。 

（仮称）千葉県公文書の管理に関する条例案 構造チャート 
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意思決定に至る過程等を跡付け・検証できるよう

文書作成 

 ⇒「軽微な事案を除く」 

・利用請求とこれに対する決定等 

 ⇒利用制限事由（個人情報、法人等情報等） 

・審査請求があった場合の審議会への諮問等 
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●移管又は廃棄 


